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上下水道は、安全・安心な市民生活や企業活動に必要不可欠なライ
フラインであり、将来にわたって安定的にサービスを提供し続ける必
要があるが、次の課題に直面しています。

≪現状≫
◆ 人口減少、節水型社会への移行
➡ 有収水量の減少＝料金収入の減少
➡ 施設に余裕が生じる（施設の効率性低下）

◆ 多くの施設の老朽化が進んでいる
◆ 災害に強い施設の構築＝耐震対策
➡ 更新・耐震化に多額の費用

◆ 広い市域に多くの施設が点在
➡ 多額の維持管理費

≪課題≫
◎ 施設規模の適正化と効率的運用が必要
➡ 健全な経営の確保！！

１ 上下水道事業の現状と課題
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行政区域内人口 77,180 人

給水人口 77,159 人

普及率 99.97 ％

総配水量 11,741,196 ㎥

有収水量 9,732,513 ㎥

有収率 82.89 ％

料金収入（税抜） 1,519,065,768 円

供給単価 ※１ 156.08 円

給水原価 ※２ 179.39 円

管路延長 1,025 ㎞

※１ 供給単価 … 有収水量１㎥当たりの料金収入
※２ 給水原価 … 有収水量１㎥当たりの給水に係る費用

４

２－１ 水道事業の概要と今後の取組み

水道事業の概要（2023.3.31時点）
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２－１ 水道事業の概要と今後の取組み

● 安全・安心な水道水の供給
過去に集中的に整備した水道施設や水道管の老朽化が進んでおり、

今後、多額の費用が必要となります。老朽化が進むと、浄水・配水能
力の低下や断水などの事故が発生するおそれが高くなるため、適切に
更新を進めます。

● 災害に強い水道施設の構築
毎年、全国各地で地震が発生していますが、豊岡市の基幹管路の耐

震化率は17.3％と、全国平均41.2％を大きく下回っています（2021年
度末現在）。施設や管路の耐震化を進め、地震時の生活用水・消火用
水の確保に努めます。

● 効率的な事業運営
主に人口減少に伴う水需要の減少から、既存の施設は給水能力が過

大なものになりつつあります。施設のダウンサイジングや周辺施設と
の統廃合など、適切な更新を行うことで長期的な目線で支出を抑える
よう努めます。

水道事業の今後の取組み



【統合による効率化】

・大見塚受水池・配水池改築（城崎）〔継続〕

（大見塚＋荒船＋観音浦）×83％の容量へ

統合してダウンサイジング

278,290千円

【主要事項】2024「水道施設整備事業」

【主要な施設の計画的な改修】

・佐野浄水場（豊岡） 老朽 ろ過膜更新〔継続〕

487,300千円【施設の耐震化】

・城山配水池（出石） 耐震化 〔新規〕

【管の更新と耐震化】

・老朽管更新（耐震化）［継続］ 350,000
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２－１ 水道事業の概要と今後の取組み

６
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２－１ 水道事業の概要と今後の取組み

佐野浄水場膜ろ過設備更新事業 2022年度～2024年度

佐野浄水場ろ過設備の膜（2009年度設置）が経年劣化により機能低下してき

たため、ろ過装置を更新し、安全・安心で安定した水の供給を図ります。

⑴ 内容

浸漬式膜ろ過装置

７ユニット/系列×４系列

1系列 2022～2023年度

2系列 2022～2023年度

3系列 2023～2024年度

4系列 2023～2024年度

⑵ 全体事業費

1,212,000千円
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２－１ 水道事業の概要と今後の取組み

城山配水池（出石） 耐震化事業 2024年度

2018年度に実施した当該施設の耐震性調査にて、両配水池ともに耐震性能不

足の結果が出た。出石地区へ安定した水道水を供給し災害に強い施設を整備す

るため、配水池の補強を行います。

⑴ 内容

※ 既設配水池

城山第１配水池（２池）

Ｖ＝400㎥（S42）

城山第２配水池（２池）

Ｖ＝800㎥（S55）

⑵ 耐震補強対策

ア 曲げ耐力補強工法

（鉄筋コンクリート増厚工法）

イ せん断耐力補強工法

（せん断補強鉄筋打設工法）

⑶ 全体事業費

150,000千円

Ｎ

城山第２配水池(S55)

(V=800m３)

城山第１配水池(S42)

(V=400m３)

出石振興局



今後の水需要を考慮したダウンサイジング
（大見塚配水池、荒船配水池、観音浦配水池を統合、港西地区へも配水）

９

２－１ 水道事業の概要と今後の取組み

（新）大見塚配水池

（現）大見塚配水池

（現）大見塚受水池
→（新）大見塚受水池

（現）大見塚ポンプ棟
→（新）大見塚ポンプ棟

大見塚受水池・配水池改築事業 2017年度～

大見塚配水池
806㎥+1,282㎥

荒船配水池
330㎥

観音浦配水池
412㎥

小島配水池
886㎥

(新)大見塚配水池
2,350㎥

計 3,716㎥

全体事業費

1,157,000千円



２－２ 下水道事業の概要と今後の取組み

行政区域内人口 77,180 人

処理区域内人口 76,632 人

水洗化済人口 72,983 人

普及率 99.29 ％

水洗化率 95.24 ％

総処理水量 9,856,289 ㎥

有収水量 8,504,623 ㎥

有収率 86.29 ％

使用料収入（税抜） 1,517,214,167 円

有収水量１㎥当たりの使用料収入 178.40 円

有収水量１㎥当たりの汚水処理費用 375.66 円

汚水管渠延長 970.3 ㎞

下水道（汚水）事業の概要（2023.3.31時点）
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処理区数は、合併時54箇所であったが、より効率的な処理体制とするため、統廃合事業によ

り23箇所の処理区に再編成する。（2012～2026）

統廃合事業実施後に残る23処理区の処理場は、延命化を図るため長寿命化を進めている。
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２－２ 下水道事業の概要と今後の取組み

下水道（汚水）処理区統廃合事業・施設の長寿命化事業



※ 損益勘定留保資金
収益的収支における
現金の支出を要しない
費用（減価償却費等）
の計上により企業内部
に留保される資金
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３－１ 水道事業 2022年度の決算状況と今後の収支見通し

2022（令和４）年度決算の状況

借入金

6.1

一般会計

繰入金

1.0 補助金

0.4

収支不足（損益勘定留保資金などで補てん）

13.7

建設改良費

11.4

借入金返済（元

金）

9.8

収入

7.5

億円

支出

21.2

億円

◆資本的収支（施設の建設・改良などに関する収入支出） 単位：億円（税込）

水道料金

15.2

一般会計

繰入金

2.4

長期前受金

戻入

2.6

その他

1.0

営業費用等

6.9

減価償却費等

11.8

支払利息

1.6

純利益

0.9

収入

21.2

億円

支出

20.3

億円

◆収益的収支（事業の管理・運営に関する収入支出） 単位：億円（税抜）



給料

55.0%

親からの援助

11.4%

ローンの借り入れ

19.9%

その他収入

3.5%
貯金の取り崩し

8.8%
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３－１ 水道事業 2022年度の決算状況と今後の収支見通し

祖父母からの援助
1.4％

家計簿に例えると…（収入編）

※決算から非現金の項目を
除き、収益的収入・資本
的収入を合算したもの

　金額（千円、税込） 　割合（％）

給料 （水道料金） 1,670,945 55.0

親からの援助 （一般会計繰入金） 347,441 11.4

祖父母からの援助 （国・県補助金） 42,223 1.4

ローンの借り入れ （企業債の発行） 606,000 19.9

その他収入 （各種手数料・加入金等） 104,670 3.5

貯金の取り崩し （補てん財源） 269,068 8.8

3,040,347 100.0

内　　　容

合　　　計



内　　容 金額（千円、税込） 割合（％）

生活費 （維持管理費） 759,509 25.0

家の新改築・家財購入費 （建設改良費） 1,144,903 37.6

ローンの返済 （企業債償還金・支払利息） 1,135,935 37.4

合　　計 3,040,347 100.0
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３－１ 水道事業 2022年度の決算状況と今後の収支見通し

家計簿に例えると…（支出編）

※決算から非現金の項目を
除き、収益的支出・資本
的支出を合算したもの

生活費

25.0%

家の新改築・家財購入費

37.6%

ローンの返済

37.4%
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３－１ 水道事業 2022年度の決算状況と今後の収支見通し

１㎥あたりの料金原価（給水原価）

１㎥あたり

169.6円
（税抜き）

１㎥あたりの水道料金

⇒ 156.1円（税抜き）

維持管理費

69.3円（38.7%）

減価償却費等

93.7円（52.2%）

支払利息

16.4円（9.1%）

１㎥あたり
179.4円
（税抜き）



損益計算書
（単位：千円／税抜）

※ 千円単位による端数処理のため、比較、各計、合計が異なる場合がある。

項 目 ２０２２年度 前 年 度 比 較 備 考

営業収益 1,573,562 1,575,866 △ 2,304

うち料金収入 1,519,066 1,520,866 △ 1,800

営業費用 1,847,385 1,746,720 100,665

うち維持管理費 640,373 601,495 38,878

うち減価償却費 1,105,167 1,128,093 △ 22,926

営業利益（△損失） △ 273,823 △ 170,854 △ 102,969

営業外収益 547,199 559,285 △ 12,086

うち他会計補助金 239,375 238,606 769

うち長期前受金戻入 263,043 274,219 △ 11,176

営業外費用 173,265 205,520 △ 32,255 企業債利息など

経常利益（△損失） 100,111 182,911 △ 82,800

特別利益 97 12,668 △ 12,571 過年度修正益など

特別損失 5,446 3,551 1,895 過年度修正損など

当年度純利益（△損失） 94,762 192,028 △ 97,266

３－１ 水道事業 2022年度の決算状況と今後の収支見通し
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項 目 ２０２２年度 前 年度 比 較 備 考

固定資産 22,693,288 22,813,304 △ 120,016

流動資産 3,940,419 3,656,905 283,514

うち現金預金 3,532,809 3,240,104 292,705

資産合計 26,633,707 26,470,209 163,498

固定負債 9,107,494 9,487,503 △ 380,009

うち企業債 9,107,494 9,485,214 △ 377,720

流動負債 1,867,125 1,304,664 562,461

うち企業債 983,044 976,140 6,904

繰延収益 4,928,037 5,111,926 △ 183,889

負債合計 15,902,656 15,904,093 △ 1,437

資本金 7,677,845 7,607,072 70,773

剰余金 3,053,206 2,959,044 94,162

うち利益剰余金 2,742,366 2,648,204 94,162

資本合計 10,731,051 10,566,116 164,935

負債資本合計 26,633,707 26,470,209 163,498

貸借対照表
（単位：千円／税抜）

※ 千円単位による端数処理のため、比較、各計、合計が異なる場合がある。

３－１ 水道事業 2022年度の決算状況と今後の収支見通し
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2011年度→2022年度 実績

給水人口：△10,381人（△11.9％）
有収水量：△1,724,491㎥（△15.1％）
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2022年度→2035年度 見込

給水人口：△10,071人（△13.1％）
有収水量：△986,120㎥（△10.1％）

今回算定期間
2022～2026年度

３－１ 水道事業 2022年度の決算状況と今後の収支見通し

給水人口と有収水量の推移と見込（2011～2035年度）

2023年度
料金改定
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2011年度→2022年度 実績

給水収益：△2億3,300万円（△13.3％）
有収水量：△1,724,491㎥（△15.1％）

2022年度→2035年度 見込

給水収益
料金改定後：＋1億900万円（＋7.2％）
料金改定前：△1億5,900万円（△10.5％）
有収水量：△986,120㎥（△10.1％）

３－１ 水道事業 2022年度の決算状況と今後の収支見通し

給水収益と有収水量の推移と見込（2011～2035年度）

今回算定期間
2022～2026年度

2023年度
料金改定
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３－１ 水道事業 2022年度の決算状況と今後の収支見通し

収支見通し（2023年10月版） ※端数処理の都合上、合計が一致していない場合がある。

決算 料金改定

収益的収支（百万円、税抜） R04 R05 R06 R07 R08 R09 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

 収入（収益） 2,121 2,408 2,386 2,356 2,340 2,309 2,275 2,243 2,190 2,143 2,088 2,047 2,015 1,982

 料金収入 1,519 1,814 1,803 1,792 1,781 1,765 1,748 1,732 1,715 1,698 1,680 1,663 1,645 1,628

 一般会計繰入金等 245 242 234 222 217 208 196 185 153 132 99 85 79 72

 長期前受金戻入 263 259 256 249 249 244 239 235 230 222 215 207 199 190

その他 94 93 93 93 93 93 92 92 92 92 93 92 92 92

 支出（費用） 2,026 2,149 2,049 2,161 2,016 1,948 1,942 1,915 1,906 1,888 1,920 1,856 1,858 1,812

 維持管理費 762 856 810 892 705 735 704 693 705 691 745 691 712 693

　  うち非現金支出分 70 146 122 83 19 59 19 19 21 18 63 19 31 23

 減価償却費 1,105 1,143 1,105 1,143 1,193 1,105 1,138 1,131 1,118 1,119 1,103 1,099 1,085 1,064

 支払利息 159 151 135 125 118 108 100 91 83 78 71 67 61 55

95 258 337 195 325 361 333 328 284 256 168 191 157 170

1,625 1,883 2,219 2,042 1,964 1,834 1,853 1,889 1,880 2,008 2,041 2,135 2,230 2,282

2022-2026 損益計 1,210 2027-2031 損益計 1,562 

資本的収支（百万円、税込）

2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

 収入 754 1,019 1,001 1,158 525 565 389 455 548 452 582 445 413 511

 企業債 606 679 726 789 426 474 296 332 438 322 408 328 290 380

 一般会計繰入金等 106 205 181 216 94 91 93 110 103 116 127 117 123 131

 国県補助金 42 127 93 129 5 0 0 13 7 14 17 0 0 0

 その他 0 9 0 24 0 0 0 0 0 0 30 0 0 0

 支出 2,122 2,713 2,731 2,944 1,965 2,060 1,670 1,719 1,826 1,549 1,739 1,506 1,438 1,587

 建設改良費 1,145 1,730 1,734 1,949 958 1,040 684 778 978 758 974 745 671 849

 企業債償還金 977 983 998 995 1,007 1,020 986 941 847 791 765 761 767 739

△ 1,367 △ 1,694 △ 1,730 △ 1,787 △ 1,440 △ 1,494 △ 1,281 △ 1,264 △ 1,278 △ 1,097 △ 1,157 △ 1,061 △ 1,026 △ 1,076

 使用額 1,367 1,694 1,730 1,787 1,440 1,494 1,281 1,264 1,278 1,097 1,157 1,061 1,026 1,076

 翌年度繰越額 3,055 2,786 2,504 2,043 1,965 1,835 1,854 1,890 1,881 2,009 2,041 2,135 2,230 2,282

10,091 9,786 9,515 9,308 8,728 8,182 7,492 6,883 6,474 6,005 5,648 5,214 4,738 4,379

3,533 3,100 2,844 2,499 2,021 1,955 1,789 1,869 1,954 1,991 2,123 2,115 2,185 2,315

 ※未払金を除いた現金預金残高 2,663 2,346 2,063 1,600 1,523 1,397 1,423 1,461 1,455 1,586 1,624 1,721 1,821 1,875 

項目／年度

収

益

的

収

支

 単年度損益

 累積損益（利益処分後）

資

本

的

収

支

 収支過不足額

 企業債残高

 補てん

 財源

項目／年度

 現金預金残高



３－１（参考）水道料金県内比較
（20㎥使用、１か月あたり 税込み）

出典：公益社団法人日本水道協会「水道料金表」
兵庫県「兵庫県内市町公営企業の経営指標」
※ 豊岡市の料金改定後の金額以外は2022年４月１日現在
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≪改定後≫
豊岡市は高い方から13番目、県平均、類団平均よ
り高く、全国平均よりは低い



３－２ 下水道事業 2022年度の決算状況と今後の収支見通し

2022（令和４）年度決算の状況

下水道使用料

15.2
一般会計繰入金

24.8

長期前受金戻入

13.9

その他

0.2

営業費用等
10.1 

減価償却費等

32.0 

支払利息

5.2

純利益

6.8 

収入

54.1億

円

支出

47.3億

円

◆収益的収支（事業の管理・運営に関する収入支出）
単位：億円（税抜）

借入金

22.5

補助金

9.9

その他（一般会計繰入金含む） 0.3

収支不足（損益勘定留

保資金などで補てん）

24.6

建設改良費

20.3

借入金返済

37.0

収入

32.7

億円

支出

57.3

億円

◆資本的収支（施設の建設・改良などに関する収入支出）
単位：億円（税込）

※ 損益勘定留保資金
収益的収支における
現金の支出を要しない
費用（減価償却費等）
の計上により企業内部
に留保される資金
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３－２ 下水道事業 2022年度の決算状況と今後の収支見通し

家計簿に例えると…（収入編）

※決算から非現金の項目を
除き、収益的収入・資本
的収入を合算したもの

給料

22.4%

親からの援助

33.7%
祖父母からの

援助

13.3%

ローンの借り入れ

30.3%

その他収入

0.3％

　金額（千円、税込） 　割合（％）

給料 （下水道使用料） 1,668,920 22.4

親からの援助 （一般会計繰入金） 2,508,859 33.7

祖父母からの援助 （国・県補助金） 992,843 13.3

ローンの借り入れ （企業債の発行） 2,252,700 30.3

その他収入 （各種手数料・受益者負担金等） 16,554 0.3

7,439,876 100.0

内　　　容

合　　　計
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３－２ 下水道事業 2022年度の決算状況と今後の収支見通し

家計簿に例えると…（支出編）

※決算から非現金の項目を
除き、収益的支出・資本
的支出を合算したもの

生活費

14.9%

家の新改築・

家財購入費

27.3%

ローンの返済

56.7%

貯金へ

1.1%

　金額（千円、税込） 　割合（％）

生活費 （維持管理費） 1,105,611 14.9

家の新改築・家財購入費 （建設改良費） 2,032,751 27.3

ローンの返済 （企業債償還金・支払利息） 4,219,634 56.7

貯金へ 81,880 1.1

7,439,876 100.0

内　　　容

合　　　計
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３－２ 下水道事業 2022年度の決算状況と今後の収支見通し

１㎥あたりの汚水処理費用

１㎥あたりの下水道使用料

⇒ 178.4円（税抜き）

維持管理費

116.1円（30.9%）

減価償却費等

200.8円（53.5%）

支払利息

58.8円（15.6%）

１㎥あたり
375.7円
（税抜き）
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損益計算書
（単位：千円／税抜）

※ 千円単位による端数処理のため、比較、各計、合計が異なる場合がある。

項 目 ２０２２年度 前 年 度 比 較 備 考

営業収益 1,665,936 1,671,519 △ 5,583

うち下水道使用料 1,517,214 1,530,408 △ 13,194

営業費用 4,206,301 4,183,090 23,211

うち維持管理費 1,006,539 952,558 53,981

うち減価償却費 3,161,973 3,170,112 △ 8,139

営業利益（△損失） △ 2,540,365 △ 2,511,571 △ 28,794

営業外収益 3,746,618 3,782,488 △ 35,870

うち他会計補助金 2,345,887 2,372,562 △ 26,675

うち長期前受金戻入 1,385,145 1,399,378 △ 14,233

営業外費用 522,393 628,963 △ 64,490 企業債利息など

経常利益（△損失） 683,860 641,954 41,906

特別利益 408 1,100 △ 692 使用料過年度修正益など

特別損失 3,408 5,015 △ 1,607 使用料過年度修正損など

当年度純利益（△損失） 680,860 638,039 42,821

３－２ 下水道事業 2022年度の決算状況と今後の収支見通し
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項 目 ２０２２年度 前 年 度 比 較 備 考

固定資産 83,311,167 84,660,722 △ 1,349,555

流動資産 3,347,168 2,886,542 460,626

うち現金預金 2,975,442 2,561,068 414,374

資産合計 86,658,335 87,547,264 △ 888,929

固定負債 37,482,193 38,936,091 △ 1,453,898

うち企業債 37,450,899 38,900,536 △ 1,449,637

流動負債 4,842,333 4,493,565 348,768

うち企業債 3,710,972 3,696,022 14,950

繰延収益 32,395,109 32,860,234 △ 465,125

負債合計 74,719,635 76,289,890 △ 1,570,255

資本金 8,868,687 8,401,935 466,752

剰余金 3,070,013 2,855,439 214,574

うち利益剰余金 2,151,403 1,937,295 754,108

資本合計 11,938,700 11,257,374 681,326

負債資本合計 86,658,335 87,547,264 △ 888,929

貸借対照表
（単位：千円／税抜）

※ 千円単位による端数処理のため、比較、各計、合計が異なる場合がある。

３－２ 下水道事業 2022年度の決算状況と今後の収支見通し
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３－２ 下水道事業 2022年度の決算状況と今後の収支見通し

水洗化済人口と有収水量の推移と見込（2011～2035年度）

2016年度
使用料改定

算定期間
2022～2026年度

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

有
収
水
量
（
千
㎥
）

水
洗
化
済
人
口
（
人
）

水洗化済人口（実績） 水洗化済人口（見込） 有収水量（実績） 有収水量（見込）

2016年度→2022年度

水洗化済人口：△4,136人（△5.4％）
有収水量：△668,000㎥（△7.3％）

2022年度→2035年度見込

水洗化済人口：△8,854人（△12.1％）
有収水量：△1,230,000㎥（△14.5％）
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３－２ 下水道事業 2022年度の決算状況と今後の収支見通し

使用料収入と有収水量の推移と見込（2011～2035年度）
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（
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㎥
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使
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収
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（
百
万
円
、
税
抜
）

使用料収入（実績） 使用料収入（見込） 有収水量（実績） 有収水量（見込）

2016年度→2022年度

使用料収入：△11,800万円（△7.2％）
有収水量：△668,000㎥（△7.3％）

2016年度
使用料改定

2022年度→2035年度見込

使用料収入：△21,500万円（△14.2％）
有収水量：△1,230,000㎥（△14.5％）

算定期間
2022～2026年度
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３－２ 下水道事業 2022年度の決算状況と今後の収支見通し

収支見通し（2023年10月版） ※端数処理の都合上、合計が一致していない場合がある。
決算

R04 R05 R06 R07 R08 R09 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

5,413 5,472 5,419 5,385 5,380 5,293 5,217 5,233 4,883 4,699 4,429 4,252 4,194 4,193

1,517 1,520 1,503 1,484 1,466 1,447 1,429 1,411 1,393 1,374 1,356 1,338 1,320 1,302

2,483 2,510 2,535 2,574 2,587 2,512 2,424 2,427 2,057 1,857 1,565 1,359 1,276 1,264

1,385 1,421 1,360 1,305 1,306 1,312 1,343 1,374 1,412 1,447 1,486 1,532 1,576 1,606

28 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22

4,732 4,816 4,635 4,483 4,412 4,414 4,455 4,521 4,602 4,699 4,801 4,941 5,062 5,168

1,050 1,076 1,048 1,018 984 963 955 963 955 963 955 963 955 963

38 17 20 20 20 10 10 10 10 10 10 10 10 10

3,162 3,260 3,159 3,079 3,077 3,126 3,195 3,255 3,331 3,401 3,479 3,569 3,655 3,712

520 481 428 385 351 325 304 303 315 335 366 408 451 493

681 657 784 902 967 878 762 712 281 0 △ 372 △ 689 △ 867 △ 975

0 0 0 0 0 0 313 1,026 1,307 1,307 935 246 △ 622 △ 1,597

3,991 2,633

3,265 4,667 2,454 3,546 4,074 3,207 2,783 2,688 2,347 2,342 2,569 2,493 2,412 2,346

2,253 2,909 1,827 2,331 2,487 1,955 1,603 1,422 1,182 1,168 1,287 1,245 1,201 1,167

13 6 0 0 0 0 0 0 12 23 0 0 0 0

993 1,751 626 1,215 1,586 1,251 1,180 1,265 1,152 1,151 1,282 1,247 1,210 1,179

7 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

5,732 7,211 5,020 6,173 6,734 5,967 5,633 5,613 4,979 4,671 4,526 4,178 3,924 3,798

2,033 3,498 1,293 2,417 3,122 2,490 2,347 2,517 2,307 2,313 2,551 2,482 2,408 2,345

3,699 3,712 3,727 3,756 3,612 3,477 3,286 3,096 2,672 2,358 1,975 1,696 1,516 1,453

△ 2,467 △ 2,544 △ 2,567 △ 2,627 △ 2,660 △ 2,760 △ 2,850 △ 2,926 △ 2,631 △ 2,328 △ 1,957 △ 1,685 △ 1,512 △ 1,452

2,467 2,544 2,567 2,627 2,660 2,760 2,850 2,926 2,631 2,328 1,957 1,685 1,512 1,452

1,590 1,713 1,805 1,980 2,215 2,265 2,142 1,929 1,608 1,344 1,128 909 723 514

41,162 40,368 38,477 37,058 35,938 34,420 32,740 31,069 29,580 28,392 27,703 27,253 26,938 26,652

2,975 3,772 2,776 3,410 3,934 3,799 3,604 3,448 3,058 2,810 2,710 2,468 2,262 2,038

1,218 1,361 1,464 1,648 1,894 1,948 1,836 1,632 1,321 1,065 859 649 472 271

2022-2026 損益計 2027-2031 損益計

※未払金等を除いた現金預金残高

項目　／　年度 2028 2029 2030

収

益

的

収

支

収入（収益）

下水道使用料

一般会計繰入金等

長期前受金戻入

その他

累積損益（利益処分後）

収益的収支（百万円、税抜）

20352022 2023 2031 2032 2033 20342024 2025 2026 2027

支出（費用）

維持管理費等

減価償却費

支払利息

単年度損益

項目　／　年度 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

資本的収支（百万円、税込）

その他

支　出

建設改良費

企業債償還金

収支過不足額

現金預金残高

　うち、非現金支出分

企業債残高

補てん

財源

使用額

翌年度繰越額

資

本

的

収

支

収　入

企業債

一般会計繰入金等

国庫補助金

2025 2026 20272022 2023 2024
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豊岡市は県内39団体中、高い方から８番目
県平均、全国平均よりも高い

※神河町・佐用町・新温泉町（旧浜坂町地域）は、人頭制（基本料金＋人数割料金）の使用料のため、グラフには入れていない。

（円）
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３－２（参考）下水道使用料 県内比較
（20㎥使用、１か月あたり 税込み）

出典：総務省HP 令和３年度決算 経営比較分析表 2022年３月31日時点



４ 水道料金・下水道使用料見直し検討スケジュール
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H27 H28 H29 H30 R1 R2 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18
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◎前回水道料金改定2011 ★新型コロナウイルス感染症のため、2020年度の検討を見送り、算定期間を2022年度からの５ヵ年とする

※審議会任期（６月～５月の２ヵ年）
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